長崎の地域特性を考慮したインフラ再生技術者育成のためのカリキュラム構築 平成29年度 事業報告書 by 松田 浩 et al.
 
 










































平成 29 年度の事業実施内訳は、下記のとおりである。総受講者数は 84 名、総認定者数
は 77 名であった。 
 
１.道守補養成コース 












中核的 応募者 12 名 
受講者のうち 1 名は講義のみ受講 













10 名 10 名 中核的 応募者 11 名 
②鋼構造 









7 名 10 名 中核的 応募者 8 名 
受講者数 35 名 認定者数 33 名 
（ただし①②両方受講した者 12 名含む） 
認定者数は追試・再試者 4 名含む 
３.道守コース 
受講者数 11 名 認定者数 11 名 
開催場所 会  場 日  時 受講者数 認定者数 予 算 備  考 











◇対 象 ：自治体職員、地元企業職員、OB など 
◇講 義 レ ベ ル ：土木施工管理技士レベル 
◇募 集 方 法 ：長崎県土木部、長崎県建設業協会、長崎県測量設計コンサルタンツ協会
を通じて、各企業へ参加協力依頼、各自治体職員への参加協力依頼、HP・
Facebook への掲載など 
◇受 講 料 ：無料 
◇認 定 試 験 ：筆記試験（4 択問題） 
 
＜長崎会場＞ 
◇募 集 人 員 ： 会場 25 名程度 
◇応 募 数 ： 48 名 
◇受 講 者 数 ： 26 名 
◇受 講 者 属 性 ： 長崎県・自治体職員、建設業者 
◇講 義 概 要 ： 講義（映像教材）、演習、現場実習（講義実施報告参照） 






講 義 名 A-1 構造物防災と維持管理 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担当講師名  高橋和雄 









講 義 名 A-2 長崎県の道路構造物の現状 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 109 番講義室 
担当講師名  光永将一 










講 義 名 A-3 道守の役割 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 109 番講義室 
担当講師名  松田浩 













講 義 名 A-4 道守ポータル通報システム 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担当講師名  吉田裕子 








             
 
講 義 名 A-5 橋梁概論及び技術の変遷 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担当講師名  松田浩 












講 義 名 A-6 斜面の基礎と点検要領 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 109 番講義室 
担当講師名  杉本知史 











講 義 名 A-7 舗装の基礎と点検要領 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 109 番講義室 
担当講師名  西川貴文 








講 義 名 B-1 コンクリート橋の設計･施工技術 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学工学部 2 号館 22 番講義室 
担当講師名  奥松俊博 









講 義 名 B-2 コンクリート構造物 劣化原因とその事例 
講 義 形 態 講義 
実 施 場 所 長崎大学工学部 2 号館 22 番講義室 
担 当 講 師 名  奥松俊博 
時 間 数 1 時間 
内 容 
コンクリート橋のひび割れ例、点検時の着目点、変状の種類と主な要因 













講 義 名 B-3 コンクリート構造物の点検 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学工学部 2 号館 22 番講義室 
担当講師名  佐々木謙二 









講 義 名 B-4 コンクリート橋点検時の着目点と検査技術 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担当講師名  佐々木謙二 









講 義 名 B-5 トンネルの維持管理 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 109 番講義室 
担当講師名  杉本知史 















講 義 名 B-6 コンクリート構造物点検演習 
講 義 形 態 講義+演習 
実 施 場 所 
（講義）長崎大学総合教育研究棟 109 番講義室 
（演習）長崎大学敷地内 
担 当 講 師 名  
（講義）映像教材  
（演習）森山雅雄、郡家光德、堀川俊ニ、森史郎、吉川國夫、吉田裕子 

























































  ③中性化ドリル法 演習状況  ④反発硬度測定法 演習状況 
 
講 義 名 C-1 鋼構造鉄鋼材料の特徴と変状 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担当講師名  映像教材 

















講 義 名 C-2 鋼構造物劣化原因とその事例 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担当講師名  山口浩平 













講 義 名 C-3 鋼構造物の劣化現象 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担当講師名  山口浩平 























講 義 名 C-4 鋼橋点検時の着目点と検査技術 
講 義 形 態 講義 
実 施 場 所 長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担 当 講 師 名  映像教材 












講 義 名 C-5 鋼構造物点検演習 
講 義 形 態  講義と演習 
実 施 場 所  
（講義）長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
（演習）長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟セミナー室 2 














































  ③塗膜厚・錆厚測定演習状況  ④超音波探傷試験 演習状況 
 
 
講 義 名 A-8 斜面の点検実習/B-7 トンネルの点検実習 
講 義 形 態  現場実習 
























11：00～11：50 事前説明：実習現場の概要等  
11：50～12：50 昼休憩 長崎大学出発 
⇓（30） 
13：20～14：20 ①沖平トンネル（60 分）  
⇓（10）  
 14：30～15：30 ②多以良斜面（60 分） 
   ⇓（30） 
 16：00  長崎大学着 
































講 義 名 
B-9 コンクリート橋の点検実習 
C-6 鋼橋の点検実習 
講 義 形 態  現場実習 
実 施 場 所  
（コンクリート橋）青年橋 
（鋼橋）湯の花橋 
担当講師名  山根誠一、松永昭吾、吉田裕子 









10：00～10：50   長崎大学で事前説明 
11：00～       長崎大学 出発 
⇓ （40） 
11：40～12：35   ①青年橋（55 分） 
⇓  
12：35～13：35   昼休憩（60 分) 夕陽が丘そとめ  
⇓  
13：35～14：40   ②湯の花橋（65 分） 
14：40～15：00   質疑応答 
   ⇓ （40） 


























講 義 名 A-9/B-8 斜面・トンネル点検時の着目点と記録方法 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
担当講師名  山下浩二、若林祐一郎 
































◇対 象 ：自治体職員、地元企業職員、自治体 OB、地元企業 OB 等 
◇講 義 レ ベ ル ：コンクリート診断士、鋼構造診断士レベル 
◇募 集 方 法 ：長崎県土木部、(一社)長崎県建設業協会、(一社)長崎県測量設計コンサ
ルタンツ協会を通じて、各企業へ参加協力依頼、各自治体職員への参加
協力依頼、認定者へのメール送信による告知、HP・Facebook への掲載等 
◇講 義 概 要 ：講義・演習・実習（講義実施報告参照） 
◇受 講 料 ：無料 
◇認 定 試 験 ：筆記試験 1（4 択問題＋用語説明） 
        筆記試験 2（論文形式問題） 
＜前期＞ 
◇募 集 人 員 ：コンクリート構造 20 名、鋼構造 15 名程度 
◇応 募 数 ：コンクリート構造 11 名・鋼構造 11 名 うち 7 名が 2 分野同時受講 
◇受 講 者 数 ：コンクリート構造 9 名・鋼構造 9 名 うち 5 名が 2 分野同時受講 
◇受 講 者 属 性 ：建設業関係、自治体、コンサルタント、(公財)長崎県建設技術研究ｾﾝﾀｰ 
◇実 施 時 期 ：5 月 11 日(木)～6 月 21 日(水)うち 9 日間 
 
＜後期＞ 
◇募 集 人 員 ：コンクリート構造 20 名、鋼構造 15 名程度 
◇応 募 数 ：コンクリート構造 11 名・鋼構造 8 名 うち 6 名が 2 分野同時受講 
◇受 講 者 数 ：コンクリート構造 12 名・鋼構造 5 名 うち 6 名が 2 分野同時受講 
◇受 講 者 属 性 ：建設業関係、自治体、コンサルタント、(公財)長崎県建設技術研究ｾﾝﾀｰ 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































講 義 名 A11 技術者倫理と安全工学 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室２ 
担当講師名  前期・後期：高橋和雄 










講 義 名 A12 環境工学 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室２ 
担当講師名  前期・後期：夛田彰秀 









講 義 名 A13 騒音・振動 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室２ 
担当講師名  前期・後期：奥松俊博 















講 義 名 A14 構造物と化学 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室２ 
担当講師名  前期・後期：田邉秀二 












講 義 名 A15 構造物の計測とモニタリング 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：森山雅雄 



















講 義 名 A16 情報処理 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：森山雅雄 




 地理情報システム（GIS: Geographic Information System）事始め 
 
 
講 義 名 A17 トンネルの診断と対策 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：蒋宇静 










講 義 名 A18 舗装の維持管理 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 













講 義 名 A19 斜面の維持管理 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 
時 間 数 2 時間 




講 義 名 A20 アセットマネジメント概論 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：高橋和雄 








講 義 名 A21 橋梁下部工の施工 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学総合教育研究棟 2 階 208 番講義室 
後 期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：福永靖雄  
















講 義 名 A22 橋梁付属物の施工 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学総合教育研究棟 2 階 208 番講義室 
後 期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：福永靖雄  








講 義 名 特別講演(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
【前期】第 1 回・第 2 回 長崎大学工学部 12 番講義室 
【後期】第 1 回・第 2 回 長崎大学総合教育研究棟大会議室 
担当講師名  
【前期】第 1 回 園田佳巨  第 2 回 武若耕司 
【後期】第 1 回 川神雅秀  第 2 回 下村 匠 
時 間 数 6 時間(各 1.5 時間) 
内容 
【前期】第 1 回 園田佳巨 
打音検査のメカニズム・定量的評価法について 
    第 2 回 武若耕司 
コンクリート構造物の塩害対策としての材料・技術開発への
取り組み 
【後期】第 1 回 川神雅秀 
過去・現在・近未来震災の教訓と巨大地震への備え 
    第 2 回 下村 匠 
実環境下におけるコンクリート構造物の性能評価 
 













講 義 名 B11 コンクリートの材料 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：佐々木謙二 









講 義 名 B12 コンクリートの性質 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 














講 義 名 B13 コンクリートの耐久性 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：佐々木謙二 









講 義 名 B14 調査手法(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 













講 義 名 B15 予測・評価方法・判定基準(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：松田浩 







講 義 名 B16 コンクリート構造の補修･補強 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 










講 義 名 B17 耐震診断・補強 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：山口浩平 











講 義 名 B18 塩害に対する総合診断と対策 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 










講 義 名 B19 ＡＳＲ・床版劣化に対する診断と対策 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：奥松俊博 










講 義 名 B20 補修･補強の失敗事例 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 









講 義 名 B21 損傷部材の性能評価演習 
講 義 形 態  講義・演習 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：樋野勝巳 




   構造安全性（橋梁としての構造安全性＝耐荷性） 
   公衆安全性（第三者の安全・・・剥落等） 
■使用性能  
  走行性（振動・変位・・・平坦性など含む） 
  歩行性（振動・変位） 
   外観性（ひび割れ、鉄筋露出による不安感・不快感） 
■耐久性能 
   耐腐食性（環境による腐食＝塩害、鋼材腐食） 
   耐疲労性（RC床版、鋼材） 
    耐材料劣化性（環境による材料劣化＝ｱﾙｶﾘ骨材反応、凍害、化学
劣化） 
■社会・環境適合性能 
    社会適合性（重要度） 







講 義 名 B22 補修・補強計画立案演習 
講 義 形 態  講義・演習 
実 施 場 所  
前  期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後  期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：樋野勝巳 





       進行性か否か 
      架け替えの計画はない（将来も使い続ける） 
■補修補強目的と手段の決定（目標レベル） 
       補修補強する場合の具体的な目的とその方法 
      原因を取り除くことは可能か  
    （目標レベル：応急・暫定・延命・恒久） 
■適切な工法・材料の選定 
      費用の規模は 





講 義 名 B23 材料実験(1)(2)(3)(4) 
講 義 形 態  演習 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同教育研究センター研修室、工学部一般構造物実 
験室、インフラ長寿命化センター機材室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2、工学部一般 
構造物実験室、インフラ長寿命化センター機材室 
担当講師名  前期・後期：佐々木謙二、永藤政敏 



























講 義 名 B24 プロジェクト演習（コンクリート橋） 
講 義 形 態  現場実習、ワークショップ 
実 施 場 所  前期・後期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ（物理） 
担当講師名  前期・後期：山根誠一、松永昭吾、一ノ瀬寛幸、吉田裕子 











・ 9:00～ 9:30   ガイダンス・講師紹介・自己紹介 
・ 9:30～ 9:45   移動（大学～岳下橋） 
・ 9:45～10:45   岳下橋点検（60 分） 







・11:00～11:30（30 分）   ワークショップの概要説明 
 
＜ワークショップ＞ 
・12:30～13:00（30 分）   劣化原因推定 
・13:00～13:30（30 分）   健全度判定 
・13:30～13:40（10 分）   休 憩 
・13:40～14:30（50 分）   調査計画立案  
・14:30～14:40（10 分）   休 憩 
・14:40～15:10（30 分）   調査結果に関する考察、対策の要否判定 
・15:10～15:40（30 分）   補修・補強工法 
・15:40～15:50（10 分）   休 憩 
・15:50～16:20（30 分）   発表・討議 





























講 義 名 B25 コンクリート橋の架設・施工(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学総合教育研究棟 208 番講義室 
後 期：長崎大学サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：田中孝幸  





 ・PC 橋の分類(構造形式、断面形状) 
2.PC 橋の架設(主桁の架設) 
 【架設工法による分類】 
  ・プレキャスト桁架設 
  ・固定支保工架設 
  ・張出し架設 
  ・移動支保工架設 
  ・押出し架設  
3.PC 橋の施工(主桁～横組織～橋面・付属物)  
 ①プレテンション方式単純中空床板橋 
 ②プレテンション方式単純 T 桁橋 
 ③ポストテンション方式単純小主桁橋(セグメント工法) 
 ④ポストテンション方式 4 径間連結小主桁橋(現場製作) 
 ⑤ポストテンション方式単純中空床板橋 













講 義 名 C11 鋼材の基本的性質 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 














講 義 名 C12 鋼材の防食 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：中村聖三 









講 義 名 C13 主要材料としての鋼材 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 













講 義 名 C14 診断のための測定(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 








講 義 名 C15 損傷部材の評価(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 











      ※鋼構造分野 
 
講 義 名 C16 補修･補強概論(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2 階セミナー室 2 
担当講師名  
前 期：(1)映像教材、(2)中村聖三  
後 期：(1)山口浩平、(2)映像教材 











講 義 名 C17 材料実験 
講 義 形 態  演習 
実 施 場 所  
前  期：工学部土木構造実験室、2 階実験室、ＭＥラボＷ101、 
     一般構造物実験室 
後  期：2 階実験室、ＭＥラボＷ101、一般構造物実験室 
担当講師名  
前  期：中村聖三、勝田順一、本村文孝、大野敦弘 
後  期：勝田順一、本村文孝、大野敦弘 






























講 義 名 C18 技術基準と最近の話題(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 














講 義 名 C19 損傷部材の性能評価演習 
講 義 形 態  講義・演習 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：阿部允 



















講 義 名 C20 補修･補強計画演習 
講 義 形 態  講義・演習 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学総合教育研究棟 208番講義室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2階セミナー室２ 
担当講師名  前期・後期：阿部允 









講 義 名 C21 最近の補修･補強例 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 
























講 義 名 C22 補修･補強の失敗事例 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2階セミナー室 2 
担当講師名  前期・後期：映像教材 





































講 義 名 C23 プロジェクト演習（鋼橋） 
講 義 形 態  現場実習、ワークショップ 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学インフラ長寿命化センター 
後 期：サイエンスラボ（物理） 
担当講師名  前期・後期：山根誠一、松永昭吾、室園英司、山口浩平、吉田裕子 










9:00～ 9:30   ガイダンス・講師紹介・自己紹介 
9:30～ 9:45   移動（大学～昭和町 1号橋） 
9:45～10:45   昭和町 1号橋点検（60分） 
10:45～11:00   移動（昭和町 1号橋～大学） 
＜ワークショップイントロダクション＞ 
・11:00～11:30（30 分）   ワークショップの概要説明 
＜ワークショップ＞ 
・12:30～13:00（30 分）   劣化原因推定 
・13:00～13:30（30 分）   健全度判定 
・13:30～13:40（10 分）   休 憩 
・13:40～14:30（50 分）   調査計画立案  
・14:30～14:40（10 分）   休 憩 
・14:40～15:10（30 分）   調査結果に関する考察、対策の要否判定 
・15:10～15:40（30 分）   補修・補強工法 
・15:40～15:50（10 分）   休 憩 
・15:50～16:20（30 分）   発表・討議 




























講 義 名 C23 鋼橋の架設・施工(1)(2) 
講 義 形 態  講義 
実 施 場 所  
前 期：長崎大学共同研究交流センター 研修室 
後 期：サイエンス＆テクノラボ棟 2階セミナー室 2 
担当講師名  
前  期：前田譲 
後  期：松田明徳 











 架設工事の主な工種と管理項目 現場施工の流れ 架設工法を決定する要














◇対   象：地元企業職員、地元企業 OB、自治体職員、地元自治体 OB など 
◇到達レベル：技術士レベル 
◇募 集 方 法：長崎県土木部、(一社)長崎県建設業協会、(一社)長崎県測量設計コンサルタンツ
協会を通じて、各企業へ参加協力依頼、各自治体職員への参加協力依頼、認定者
へのメール送信による告知、HP・Facebookへの掲載等 
◇募 集 人 員：5名程度 
◇応 募 数：11 名 
◇受 講 者 数：11 名 
◇受講者属性：建設業関係、自治体、コンサルタント、(公財)長崎県建設技術研究ｾﾝﾀｰ 
◇実 施 場 所：長崎大学文教キャンパス 
◇実 施 時 期：12 月 6日（水）～ 12 月 20日（水） 
◇講 義 概 要：講義・演習（講義実施報告参考） 
◇受 講 料：無料 




授 業 科 目 時間数 開 催 日 時 
アセットマネジメント 4 12月 6日（水）   9:00～12:50 
リスクマネジメント 4 12月 6日（水）  14:00～17:50 
ライフサイクルマネジメント 4 12月 15日（金） 9:00～12:50 
インフラアセットマネジメント演習(1)(2) 2 12月 15日（金） 14:00～15:50 
道守総合演習 6 12月 20日（水） 10:00～16:50 








講 義 名 リスクマネジメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 時 12月 6 日（水）14：00～17：50 
実 施 場 所 産学官連携戦略本部 研修室 
担 当 講 師 名 阿部雅人 
















  講義状況 
講 義 名 アセットマネジメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 時 12 月 6 日（水）9：00～11：50 13:00～13:50 
実 施 場 所 産学官連携戦略本部 研修室 
担 当 講 師 名 阿部雅人 
時 間 数 4 時間 












講 義 名 ライフサイクルマネジメント(1)～(4) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 時 間 12 月 15 日（金）9:00～11:50 13:00～13:50 
実 施 場 所 産学官連携戦略本部 研修室 
担 当 講 師 名 高木朗義 

















講 義 名 インフラアセットマネジメント演習(1)(2) 
講 義 形 態 ディスカッション、プレゼンテーション 
実 施 時 間 12 月 15 日（金）14：00～15：50 
実 施 場 所 産学官連携戦略本部 研修室 

















講 義 名 道守総合演習(1)～(6) 
講 義 形 態 講義・演習 
実 施 日 時 12 月 20 日（水） 
実 施 場 所 産学官連携戦略本部 研修室 
担 当 講 師 名 光永将一 



























平成 29 年度における地区別認定者数を下図に示す。 
平成 30 年 2 月現在 
 
 
― ―76
